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今
定
例
会
最
終
日
に
、
議
員
提
出

議
案
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
３

議
案
を
上
程
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
３

議
案
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

�
　

我
が
国
経
済
は
、「
大
量
生
産
・

大
量
消
費
」
に
よ
り
目
覚
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
き
た
一
方
、「
大
量
生

産
・
大
量
消
費
」
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
廃
棄
物
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
そ
れ
ら
の
焼
却
施
設
、
最
終

処
分
場
の
設
置
は
ま
す
ま
す
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
増
大
し
続
け

る
廃
棄
物
に
対
し
、生
産
者
と
し
て
、

ま
た
、
消
費
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
が
、
良
好
な
環
境

の
維
持
と
我
が
国
経
済
の
持
続
的
な

発
展
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

一
般
廃
棄
物
の
約
６
割
を
占
め
る

容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
た

め
、
１
９
９
７
年
４
月
に
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
た
。
し

か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
向
上
し
て

も
、
使
い
捨
て
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
容
器

の
「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
」
の
構

造
は
見
直
さ
れ
ず
、
排
出
抑
制
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
約
７
割
を
占
め
る
収
集
・
分

別
・
保
管
を
義
務
付
け
ら
れ
、
分
別

収
集
に
取
り
組
む
自
治
体
の
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に

要
す
る
費
用
が
税
金
負
担
の
構
造
で

は
、
生
産
者
に
も
ご
み
減
量
に
取
り

組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
誘
因
）
が

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

働
か
ず
、
容
器
選
択
権
の
あ
る
生
産

者
の
責
任
を
明
確
に
し
な
い
限
り
、

大
量
廃
棄
の
伴
う
大
量
リ
サ
イ
ク
ル

に
際
限
な
く
税
金
を
使
い
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
負
の
財
の
廃
棄
物
処
理

費
を
正
の
財
で
あ
る
商
品
の
価
格
に

含
ま
せ
て
徴
収
す
る
こ
と
で
、
ご
み

の
こ
と
に
あ
ま
り
関
心
の
な
い
人
も

巻
き
込
ん
で
い
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
作
り
、
外
部
費
用
を
内
部
化
し
市

場
を
変
え
る
と
い
う
意
義
は
大
き
い
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
循
環

型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
に
基
づ
き

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
次
の
事
項
を
盛
り
込
む
視
点
で

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正
に

向
け
て
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

①　

生
産
者
の
責
任
を
基
本
と
し
、

回
収
・
分
別
・
保
管
費
用
も
商
品
価

格
に
含
め
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

②　

環
境
保
全
の
目
的
か
ら
、
リ
ユ

ー
ス
を
優
先
さ
せ
る
製
品
種
類
を

指
定
し
、
容
器
製
造
時
課
徴
金
制

度
を
設
け
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器

の
普
及
を
図
る
こ
と
。

③　

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
率
の
悪
い
容

器
に
は
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
を
設

け
、
自
主
回
収
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

④　

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
優
先
順
位
で
廃
棄
物

の
減
量
化
を
促
進
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
盛
り
込
む
こ
と
。

�
　

現
在
、
わ
が
国
で
開
催
さ
れ
る
見

本
市
、
文
化
行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
「
ご
み
ゼ

ロ
・
省
エ
ネ
化
促
進
法
案
（
仮
称
）」

の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

意　見　書

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
規
模
は
年
間

４
兆
５
０
０
０
億
円
（
平
成　

年
、

１３

社
団
法
人
日
本
イ
ベ
ン
ト
産
業
振
興

協
会
調
べ
）
に
上
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
の
約
１
％
弱
に
相
当
す

る
。
会
場
で
は
多
く
の
ご
み
が
出
さ

れ
、
紙
や
電
気
な
ど
の
資
源
が
大
量

消
費
さ
れ
、
環
境
に
大
き
な
負
荷
を

与
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

近
年
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
関
心

や
自
然
と
の
共
生
に
対
す
る
認
識
が

高
ま
る
な
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
廃
棄
物
を
抑
制

し
つ
つ
、
環
境
と
調
和
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
の
進

行
を
背
景
に
省
エ
ネ
の
推
進
が
非
常

に
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。

　

一
部
の
自
治
体
で
は
既
に
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
お
け
る
取
り
組
み
に
関

し
、「
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
環
境
に
配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催

シ
ス
テ
ム
）」
を
作
成
し
て
（
１
）

資
料
は
希
望
者
だ
け
に
配
布
し
、
持

ち
帰
ら
な
い
人
の
資
料
は
回
収
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
（
２
）
ご
み
の
分

別
収
集
の
徹
底
（
３
）
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
に
よ
る
来
場
を
呼
び
掛

け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で
ご

み
ゼ
ロ
、
省
エ
ネ
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
民
間

に
も
波
及
さ
せ
、
全
国
的
に
広
げ
る

た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
エ
コ
化
、

グ
リ
ー
ン
化
、
省
エ
ネ
化
を
促
進
す

る
た
め
の
法
整
備
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。

　

今
後
、
政
府
と
し
て
、
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
計
画
の
着
実
な
推

進
、
環
境
意
識
の
さ
ら
な
る
浸
透
を

図
る
な
ど
、
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
に
も
、国
が
主
催
す
る
行
事
か
ら
、

省
資
源
・
省
エ
ネ
の
推
進
、
ご
み
の

発
生
を
抑
え
る
仕
組
み
づ
く
り
等
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
・
実
施
な
ど

を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
実
施
さ
せ
て
い

く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に
対
し
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
１
％
弱
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
ご
み
ゼ
ロ
・
省
エ
ネ
化
を
推
進

す
る
「
ご
み
ゼ
ロ
・
省
エ
ネ
化
促
進

法
（
仮
称
）」
の
早
期
制
定
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

�
　

平
成　

年
度
に
お
け
る
国
の
予
算

１６

編
成
は
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
の

名
の
下
に
、
本
来
あ
る
べ
き
国
・
地

方
を
通
ず
る
構
造
改
革
と
は
異
な
り
、

国
の
財
政
健
全
化
方
策
に
特
化
さ
れ

た
も
の
と
受
け
取
ら
ざ
る
を
得
ず
、

著
し
く
地
方
の
信
頼
関
係
を
損
ね
る

結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、政
府
に
お
い
て
は
、

去
る
６
月
４
日
に
「
経
済
財
政
運
営

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２

０
０
４
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、「
三

位
一
体
の
改
革
」
に
関
連
し
て
、
概

ね
３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
前
提

と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
具

体
的
な
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
を
取

り
ま
と
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
方
六
団
体
は
、
こ
の
要
請
に
対

し
、
去
る
８
月　

日
に
、
国
と
地
方

２４

公
共
団
体
の
信
頼
関
係
を
確
保
す
る

た
め
の
一
定
条
件
を
下
に
、
地
方
分

権
の
理
念
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
を

進
め
る
た
め
、
税
源
移
譲
や
地
方
交

地
方
分
権
推
進
の
た
め
の「
国

庫
補
助
負
担
金
改
革
案
」
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

付
税
の
あ
り
方
、
国
に
よ
る
関
与
・

規
制
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
例
を

含
む
「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す

る
改
革
案
」
を
政
府
に
提
出
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
三
位

一
体
の
改
革
の
全
体
像
を
早
期
に
明

示
す
る
と
と
も
に
、
地
方
六
団
体
が

取
り
ま
と
め
た
今
回
の
改
革
案
と
我

々
地
方
公
共
団
体
の
思
い
を
真
摯
に

受
止
め
ら
れ
、
以
下
の
前
提
条
件
を

十
分
踏
ま
え
、
そ
の
早
期
実
現
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

①　

国
と
地
方
の
協
議
機
関
の
設
置

　

地
方
の
意
見
が
確
実
に
反
映
す
る

こ
と
を
担
保
と
す
る
た
め
、
国
と

地
方
六
団
体
と
の
協
議
機
関
を
設

置
す
る
こ
と
を
こ
の
改
革
の
前
提

条
件
と
す
る
。

②　

税
源
移
譲
と
の
一
体
的
実
施

　

今
回
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の

み
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ

れ
に
伴
う
税
源
移
譲
、
地
方
交
付

税
措
置
を
一
体
的
、
同
時
に
実
施

す
る
こ
と
。

③　

確
実
な
税
源
移
譲

　

今
回
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
は
、

確
実
に
税
源
移
譲
が
担
保
さ
れ
る

改
革
と
す
る
こ
と
。

④　

地
方
交
付
税
に
よ
る
確
実
な
財

政
措
置

　

税
源
移
譲
額
が
国
庫
補
助
負
担
金

廃
止
に
伴
い
財
源
措
置
す
べ
き
額

に
満
た
な
い
地
方
公
共
団
体
に
つ

い
て
は
、地
方
交
付
税
に
よ
り
確
実

な
財
源
措
置
を
行
う
こ
と
。

　
　

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
財
源
調

整
、
財
源
保
障
の
両
機
能
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
地
方
財
政
全
体

及
び
個
々
の
地
方
公
共
団
体
に
係

る
地
方
交
付
税
の
所
要
額
を
必
ず

確
保
す
る
こ
と
。

⑤　

施
設
整
備
事
業
に
対
す
る
財
政

措
置

　

廃
棄
物
処
理
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
は
、
臨
時
的
か
つ
巨
額
の
財

政
負
担
と
な
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
地
方
公
共
団
体
の
財
政

規
模
も
考
慮
し
つ
つ
、
地
方
債
と

地
方
交
付
税
措
置
の
組
合
せ
に
よ

り
万
全
の
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

⑥　

負
担
転
嫁
の
排
除

　

税
源
移
譲
を
伴
わ
な
い
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
、
生
活
保
護
費
負

担
金
等
の
補
助
負
担
率
の
切
下
げ
、

単
な
る
地
方
交
付
税
の
削
減
等
、

地
方
へ
の
一
方
的
な
負
担
転
嫁
は

絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

⑦　

新
た
な
類
似
補
助
金
の
創
設
禁

止

　

国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の
意
義
を

損
ね
る
類
似
の
目
的
・
内
容
を
有

す
る
新
た
な
国
庫
補
助
負
担
金
等

の
創
設
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

⑧　

地
方
財
政
計
画
作
成
に
当
た
っ

て
の
地
方
公
共
団
体
の
意
見
の
反

映

　

地
方
財
政
対
策
、
地
方
財
政
計
画

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
的
確
か

つ
迅
速
に
必
要
な
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
場
を
設
け
る

こ
と
。

　

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る

事
件
に
つ
い
て
、
当
該
議
会
の
一
機

関
と
し
て
の
意
思
を
意
見
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

用
語
意
見
書
と
は
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